
FT 測定機による乳中ケトン体基準値の検討について 

 

 

１．目的 

フーリエ変換型乳成分測定機（FT 測定機）に搭載されるケトン体パラメーターは、潜在

性ケトーシス罹患状況のモニタリングツールとして海外で利用されており、今後、国内に

おいても活用が期待されている。海外の情報等も参考に、FT 測定機によるケトン体基準値

の検討を行ったので報告する。 

 

２．方法 

(1) 湿式化学分析 

FT 測定機によるケトン体分析法は間接法であるため、直接法である湿式化学分析法によ

る BHB 分析値に基づき、FT 測定機のケトン体基準値の検討を行った。 

標準化処理によって校正した FT 測定機を用いて個体乳試料の BHB を測定し、低（0.00

～0.05 mM/L）、中（0.05～0.15 mM/L）、高（>0.15 mM/L）濃度に 3 区分し、各区分概ね

30 検体程度の合計 100 試料を収集した。試料は分析までの間、凍結保存し、その後専門分

析機関に化学分析を依頼し、生化学自動分析装置（ベッグマン･コールターAU480、使用キ

ット：N-アッセイ 3-HB ニットーボー）を用いて乳中 BHB 濃度を分析した。 

 

(2) 化学分析法の判定結果に基づく FT 測定機による BHB 基準値の検討 

FT 測定値が化学分析法の値と著しく乖離した 2 データセットを外れ値として除外し、残

りの 98 セットを BHB 基準値の検討に用いた。 

乳中 BHB を用いた潜在性ケトーシスの判定基準は、オランダの研究において報告されて

いる 0.10 mM/L 以上とした 1),2)。化学分析法の値を真の BHB 値として、0.10 mM/L 以上

のデータを潜在性ケトーシスと判定し、FT 測定機による BHB 値から予測した潜在性ケト

ーシス判定における感度および特異度を求めた。 

 

３．結果 

(1) FT 測定機および化学分析法における BHB 分析値 

個体乳 98 データセットにおける FT 測定機と化学分析法による BHB 値の関係は、図 1

に示すとおりである。 
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診断の乳中ケトン体基準値を BHB が 0.10 mM/L 以上、アセトンを 0.15 mM/L 以上と公表

した 1),2)。この研究において収集されたデータを基礎に、FOSS 社の FT 測定機におけるケ

トン体検量線が確立され、実用化に至っている。 

 今回の検討において、FT 測定機の BHB 値から予測した潜在性ケトーシス判定の感度お

よび特異度の合計値が最大を示した BHB 区分は 0.13 mM/L であり、FT 測定機を用いて潜

在性ケトーシスを判定する際の最適値であると考えられた。 

 BHB 0.13 mM/L は、オランダにおける潜在性ケトーシスの基準値である 0.10 mM/L に

対して、FT 測定機の不確かさ（k=2）を含めた上限値 0.13 mM/L と一致する。今回の検討

では、アセトンの直接法データがないため、アセトン基準値を示すことはできなかったが、

オランダのアセトン基準値である 0.15 mM/L に対し、BHB と同様に測定の不確かさを含

めた上限値は 0.20 mM/L になり、暫定的にはこの値が目安として考えられた。 

 

（小板英次郎、田中義春） 
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